
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
三
十
九
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）

三
三

「
念
仏
図
説
」
は
江
戸
時
代
に
念
仏
流
布
の
た
め
に
数
珠（
１
）の
よ
う
な
機
能
を
も
た
せ
た
と
こ
ろ
の
教
化
手
段
で
あ
っ
た
。
念
仏
を
千
遍
あ
る
い
は
万
遍
を
称
え
る
ご
と
に
「
○
」

を
う
ず
め
る
と
こ
ろ
か
ら
「
消
し
念
仏
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る（
２
）。
黄
檗
山
万
福
寺
第
四
代
獨
湛
の
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
は
宝
永
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
に
わ
た
っ
て
十
回

印
施（
３
）さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
受
容
性
が
う
か
が
わ
れ
る（
４
）。

宋
代
の
志
磐
『
佛
祖
統
紀
』
巻
第
二
十
八
に
は
念
仏
図
説
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
言
及
が
あ
る
。

咎
定
國
號
省
齋
。
為
州
學
諭
。
常
念
佛
讀
淨
土
諸
經
。
結
西
歸
社
以
勸
人
。
嘉
泰
初
於
小
江
慧
光
建
淨
土
院
。
結
石
塔
於
池
心
。
為
郷
民
火
焚
藏
骨
之
所
。
印
施
念
佛
圖
。

月
二
八
集
僧
俗
。
就
淨
土
院
。
諷
觀
經
念
佛
以
為
常
。
嘉
定
四
年
夢
青
童
告
曰
。
佛
令
召
君
。
三
日
當
生
彼
國
。
至
日
沐
浴
更
衣
。
端
坐
念
佛
而
化（
５
）。

つ
ま
り
咎
定
國
居
士
（
〜
一
二
一
一
）
は
省
齋
と
号
す
。
明
州
（
折
江
省
鄞
県
）
の
學
諭
（
教
諭
）
と
な
る
。
常
に
念
仏
し
、
浄
土
の
諸
経
を
読
ん
で
、
西
帰
社
と
い
う
念
仏

結
社
を
結
び
、
人
々
を
勧
化
し
た
。
南
宋
寧
宗
の
嘉
泰
（
一
二
〇
一
〜
一
二
〇
四
間
）
の
初
め
、
小
江
の
慧
光
に
お
い
て
浄
土
院
を
建
立
、
石
塔
を
池
心
に
結
び
、
郷
民
の
火

黄
檗
獨
湛
の
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
に
つ
い
て

田
中
実
マ
ル
コ
ス

〔
抄　

録
〕

黄
檗
宗
萬
福
寺
開
山
隠
元
禅
師
（
以
下
諸
師
敬
称
略
）
と
と
も
に
来
日
し
た
獨
湛
は
、
後
に
萬
福
寺
の
第
四
世
と
な
る
。
獨
湛
は
日
本
で
『
勧
修
作
福
念
佛
図
説
』

を
上
梓
し
、
念
仏
教
化
の
資
糧
と
し
た
。
そ
れ
は
昭
和
初
期
ま
で
十
刷
も
刊
行
さ
れ
る
ほ
ど
用
い
ら
れ
た
。『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
の
左
右
に
は
長
文
が
あ
り
、
そ

の
典
拠
は
蓮
宗
九
祖
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
明
代
の
雲
棲
袾
宏
の
も
の
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
そ
れ
を
証
明
し
、
さ
ら
に
『
勧
修
作
福
念
佛
図
説
』

が
近
世
日
本
の
念
仏
教
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
考
察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

獨
湛
、
勧
修
作
福
念
佛
図
説
、
念
仏
図
説
、
黄
檗
、
袾
宏
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三
四

焚
藏
骨
の
納
所
と
し
た
。
ま
た
念
仏
図
説
を
印
施
し
た
。
毎
月
二
十
八
日
に
僧
俗
を
集
め
て
浄
土
院
で
『
観
経
』
を
諷
誦
し
、
念
仏
を
常
に
修
し
た
。
嘉
定
四
年
（
一
二
一
一
）、

夢
に
青
童
が
、「
仏
が
君
を
よ
び
寄
せ
る
の
で
三
日
に
し
て
ま
さ
に
彼
の
国
に
往
生
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
告
げ
た
。
そ
の
日
が
来
る
と
沐
浴
し
て
、
衣
を
か
え
、
端
坐
念
仏
し
て

西
化
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。『
佛
祖
統
紀
』
は
ま
た
計
公
と
よ
ば
れ
る
鐵
工
の
事
蹟
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

計
公
。
四
明
桃
源
鐵
工
也
。
將
七
十
兩
目
喪
明
。
里
中
昝
學
諭
。
以
擘
窠
圖
印
施
勸
人
念
佛
。
計
公
初
受
一
圖
念
滿
三
十
六
萬
聲
。
念
至
四
圖
兩
目
瞭
然
。
如
是
三
載
。
念

滿
十
七
圖
。
一
日
念
佛
忽
氣
絕
。
半
日
復
蘇
曰
。
我
見
佛
菩
薩
令
分
六
圖
與
昝
學
諭
。
是
勸
導
之
首
分
。
一
圖
與
李
二
公
。
此
是
俵
圖
之
人
。
囑
其
子
往
謝
學
諭
。
言
訖
沐

浴
西
向
坐
逝（
６
）。

つ
ま
り
四
明
桃
源
の
鉄
工
で
あ
る
計
公
は
、
七
十
歳
に
な
ろ
う
と
す
る
時
に
両
目
を
失
明
し
た
。
里
中
の
昝
學
諭
（
定
國
）
は
擘
窠
圖
（
小
圏
が
連
続
集
合
し
て
蜂
の
巣
の
よ

う
に
な
っ
た
図
）
を
印
施
し
て
念
仏
を
勧
め
た
。
計
公
は
初
め
に
そ
の
一
図
を
受
け
、
そ
れ
を
三
十
六
万
声
で
満
た
し
、
更
に
念
ず
る
こ
と
四
図
に
至
る
と
両
目
が
見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
三
年
に
し
て
十
七
図
を
成
満
し
た
。
あ
る
日
、
念
仏
中
に
気
絶
し
、
半
日
し
て
蘇
生
し
て
「
我
れ
仏
、
菩
薩
を
見
る
に
、
六
図
を
分
け
て
咎
學
諭
に
与

え
さ
せ
た
。
こ
れ
が
図
説
に
よ
る
勧
導
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
一
図
は
李
二
公
に
与
え
、
李
二
公
は
そ
れ
を
更
に
分
与
し
た
人
で
あ
る
。
そ
の
子
に
託
し
て
定
國
の
所
に
行
か
せ

感
謝
を
述
べ
た
。」
と
語
っ
た
。
そ
の
後
沐
浴
し
て
西
方
に
向
か
っ
て
坐
し
て
寂
し
た
と
あ
る（
７
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
南
宋
時
代
（
一
一
二
七
〜
一
二
七
九
）
頃
に
は
念
仏
図
説

に
よ
る
教
化
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
８
）。

と
こ
ろ
で
日
本
で
も
獨
湛
の
念
仏
図
説
と
は
別
に
独
自
の
念
仏
図
説
に
よ
る
教
化
が
企
画
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
雲
嶺
桂
鳳
は
『
蓮
会
百
万
念
仏
図
説
述
賛（
９
）』
に
師
で

あ
る
雲
洞
（
一
六
九
三
〜
一
七
四
二
）
の
図
説
と
獨
湛
の
図
説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
亜
）。

元
禄
辛
巳
ノ
秋
。
做
ク二
ル
蓮
華
會
ノ
序
ヲ一
。
且
ツ
設
テ二
圖
説
ヲ
。
一
欲
ス三
廣
ク
施
サ二
ン
ト
于
世
ニ一
也
。
雖
モ―レ
然
リ
ト
恐
シ二
テ
人
ノ
之
不
ラ一
ンレ
事
ヲ
信
セ
。
而
無
シ二
藏
シ
テ
而
出
ス一
事レ
之
ヲ
矣
。
寶
永
乙
酉
ノ
春
。

偶
見
ル下
ニ
黄
檗
獨
湛
禪
師
所
ノ二
印
施
シ一
玉
┐
之
作
福
念
仏
圖
ヲ上
。
與
二
愚
願
一
恰
カ
如
シレ
合
タ二
ル
カ
符
節
ヲ一
。
因
テ
鏤
テレ
梓
ニ
以
テ
募
化
ス
。
所
レ
冀
フ
社
友
信
セレ
ン
事
ヲ
之
ヲ
也（
唖
）。

つ
ま
り
雲
洞
は
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
秋
に
、『
丈
六
弥
陀
蓮
会
講
百
万
念
仏
図
説
』
を
作
成
し
た
が
、
人
々
が
そ
れ
を
信
受
し
な
い
こ
と
を
恐
れ
世
に
出
さ
な
か
っ
た
。

し
か
し
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
の
春
、
獨
湛
が
印
施
し
た
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
を
見
て
愚
願
と
あ
た
か
も
主
旨
を
同
じ
く
す
る
念
仏
教
化
で
あ
る
と
思
い
、
図
説
を
印
施

し
、
人
々
を
教
化
し
た
。
念
仏
結
社
の
同
行
者
が
こ
の
図
説
を
信
受
す
る
よ
う
に
願
う
と
述
べ
て
い
る
。
当
初
雲
洞
が
念
仏
図
説
を
世
に
出
す
こ
と
を
躊
躇
し
た
の
は
念
仏
図
説

が
未
だ
日
本
で
は
流
布
し
て
い
な
か
っ
た
不
安
か
ら
で
、
こ
こ
か
ら
獨
湛
の
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
が
日
本
に
お
け
る
念
仏
図
説
教
化
を
展
開
さ
せ
る
先
導
的
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
で
は
最
上
段
に
横
書
で
「
勸
修
作
福
念
佛
圖
説
」
と
題
し
、
そ
の
下
に
や
は
り
横
書
き
で
「
南
無
阿
彌
陀
佛
」
と
記
し
、
中
央
に
雲
上
の
弥
陀
三
尊
（
阿

弥
陀
仏
の
胸
元
に
卍
が
記
さ
れ
て
い
る
）
の
立
像
を
配
し
、
そ
の
下
段
に
描
か
れ
た
蓮
台
の
上
に
「
念
仏
弟
子
」
と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
念
仏
者
の
姓
名
を
記
入
で
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三
五

き
る
空
白
が
あ
る
。
ま
た
図
説
の
左
右
に
は
長
文
が
あ
り
、
そ
の
下
段
に
は
版
行
の
由
来
と
意
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。
図
説
の
四
方
周
囲
に
千
余
り
の
白
圏
（
○
印
）
が
念
珠
の

よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
。

勧修作福念仏図説
（黄檗文華殿所蔵）

江
戸
中
期
、
法
然
院
の
第
六
世
宝
洲
（
〜
一
七
三
八
）
は
東
北
地
方
に
活
躍
し
た
貞
傳
（
〜
一
七
三
一
）
の
伝
記
、『
貞
傳
上
人
東
域
念
仏
利
益
傳（
娃
）』
を
編
纂
し
た
が
、
そ
の

巻
下
の
「
作
福
念
仏
図
乃
由
来
」
で
は
獨
湛
図
説
の
左
右
の
長
文
の
典
拠
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

蓮
池
大
師
の
勧
修
作
福
念
佛
図
説
に
依
っ
て
百
萬
聲
の
念
佛
に
填
て
追
薦
せ
ん
は
い
よ
い
よ
佳
し
。
此
の
図
説
は
曽
て
黄
檗
獨
湛
禅
師
、
先
師
忍
證
上
人
に
託
し
て
、
當
山

よ
り
弘
通
す
る
所
、
幾
千
萬
と
い
う
事
を
知
ら
ず
。
其
本
説
は
雲
栖
の
山
房
雜
録
に
載
る
所
の
骷
髏
の
図
説
と
作
福
念
佛
の
図
説
と
を
合
せ
る
者
な
り（
阿
）。

こ
こ
で
は
獨
湛
の
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
所
載
の
長
文
が
「
山
房
雜
録（
哀
）に
載
る
所
の
骷
髏
の
図
説
と
作
福
念
佛
の
図
説
」
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。『
山

房
雜
録
』
は
雲
棲
袾
宏
（
一
五
三
二
〜
一
六
一
二
）
の
著
作
で
そ
の
中
に
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
が
あ
る
、
獨
湛
は
そ
れ
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
上
段
に
獨
湛
の

念
仏
図
説
、
下
段
に
袾
宏
の
『
山
房
雜
録
』
を
配
し
両
者
を
五
節
に
分
け
て
対
照
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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三
六

勸
修
作
福
念
佛
圖
說
（
獨
湛
）

人
天
路
上
ニ
ハ
作
福
為
レ
先
。
生
死
海
中
ニ
ハ
念
仏
第
一
ナ
リ
。

人
間
天
上
ノ
快
樂
逍
遙
。
皆
因
三
廣
ク
作
ニ二
諸
ノ
福
ヲ一
最
緊
最
要
。
故
曰
為
レ
先
ト
。

若
シ
欲
ハ下
高
ク
出
テ二
人
天
ヲ一
速
ニ
超
テ二
生
死
ヲ一
。

直
登
中ラ
ン
ト
不
退
上
則
有
テ二
念
仏
往
生
ノ
一
門
ノ一
ミ
。
最
尊
最
勝
ナ
リ
。
故
ニ
曰
フ二
第
一
ト一
。

偈
曰
作
福
シ
テ
不
レ二
ハ
念
佛
セ一
。
福
盡
キ
還
テ
沈
淪
ス
。

念
佛
シ
不
レ二
ハ
作
福
セ一
入
テレ
道
ニ
多
シ二
苦
辛
一
。
無
クレ
福
不
レ二
ハ
念
佛
セ一
地
獄
鬼
畜
ノ
群
ナ
リ
。

念
佛
シ
テ
兼
テ
作
福
ス
レ
ハ
後
證
ス二
両
足
尊
ヲ一
。

勸
修
作
福
念
佛
圖
說
（
袾
宏
）

人
天
路
上
作
福
為
先　

生
死
海
中
念
佛
第
一
人
間
天
上
。

快
樂
逍
遙
。
皆
因
廣
作
諸
福
。
最
緊
最
要
。
故
曰
為
先
。

若
欲
高
出
人
天
。
速
超
生
死
。

者
登
不
退
。
則
有
念
佛
往
生
一
門
。
最
尊
最
勝
。
故
曰
第
一
。

偈
曰
。
作
福
不
念
佛
。
福
盡
還
沉
淪
。

念
佛
不
作
福
。
入
道
多
苦
辛
。
無
福
不
念
佛
。
地
獄
鬼
畜
羣
。

念
佛
兼
作
福
。
後
證
兩
足
尊（

愛
）。

「
人
天
の
道
に
は
作
福
を
先
と
な
す
。
生
死
海
中
に
は
念
佛
が
第
一
で
あ
る
。
人
間
天
上
の
快
楽
を
逍
遥
す
る
に
は
、
皆
広
く
諸
の
福
を
な
す
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
。
だ
か

ら
そ
れ
を
先
と
為
す
の
で
あ
る
。
も
し
高
く
人
天
界
を
出
で
て
速
や
か
に
生
死
を
越
え
て
直
ち
に
不
退
の
境
地
に
登
ぼ
り
た
け
れ
ば
念
佛
往
生
の
一
門
の
み
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が

最
尊
、
最
勝
で
あ
る
か
ら
第
一
と
い
う
の
で
あ
る
。
作
福
し
て
念
仏
し
な
け
れ
ば
、
福
が
尽
き
れ
ば
ま
た
六
道
に
沈
淪
す
る
。
念
佛
し
て
作
福
し
な
け
れ
ば
道
に
入
っ
て
も
苦
辛

が
多
い
。
福
を
な
す
こ
と
な
く
、
念
仏
も
修
さ
な
け
れ
ば
地
獄
餓
鬼
畜
生
の
群
れ
に
入
る
。
念
仏
し
て
さ
ら
に
作
福
す
れ
ば
後
に
仏
両
足
尊
を
証
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
作
福
、
つ
ま
り
善
を
な
し
て
福
徳
を
つ
む
事
に
よ
っ
て
人
界
や
天
界
に
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
生
死
を
越
え
て
不
退
の
境
地
に
到
る
に
は
念
仏
往
生
が
第
一
で

あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
後
に
獨
湛
は
再
び
袾
宏
を
引
用
し
て
諸
々
の
福
に
つ
い
て
並
べ
て
い
る
。
袾
宏
の
題
に
は
「
作
福
と
は
、
た
だ
一
つ
の
福
を
な
す
こ
と
で
あ
る
。
福
は
下
限
は
一
点
で
も

よ
い
、
そ
の
大
小
や
多
少
を
問
わ
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。
対
象
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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三
七

孝
二
順
シ
父
母
一
。
忠
二
報
シ
君
王
ニ一
。
装
二
塑
佛
像
ヲ一
。
印
二
造
シ
經
典
ヲ一
。

齋
二
供
シ
僧
伽
ヲ一
。
敬
二
事
シ
師
長
ヲ一
。
營
二
修
シ
寺
宇
ヲ一
。
流
二
通
シ
善
法
ヲ一
。

禁
二
絶
シ
宰
殺
ヲ一
。
買
二
放
シ
生
命
ヲ一
。
飯
二
食
シ
饑
民
ニ一
。
衣
二
濟
寒
凍
ニ一

開
二
掘
シ
義
井
ヲ一
。
修
二
理
シ
橋
梁
ヲ一
。
平
二
砌
シ
街
道
ヲ一
。
普
二
施
シ
茶
湯
ヲ一
。

看
二
療
シ
病
人
ヲ一
。
給
二
散
シ
藥
餌
ヲ一
。
伸
二
雪
シ
寃
枉
ヲ一
。
出
二
減
シ
刑
罪
ヲ一
。

安
二
養
シ
衰
老
ヲ一
。
撫
二
育
シ
孤
孩
ヲ一
。
埋
二
蔵
シ
屍
骨
ヲ一
。
給
二
与
シ
棺
木
ヲ一
。

饒
二
免
シ
債
負
ヲ一
。
義
二
譲
シ
財
産
ヲ一
。
還
シ二
他
ノ
遺
失
セ一
シ
ヲ
。
救
ト
濟
シ
患
苦
ヲ一
。

祈
二
禱
シ
災
難
ヲ一
。
薦
二
拔
シ
亡
魂
ヲ一
。
勸
二
和
シ
爭
訟
ヲ一
。
生
二
全
ス
人
命（
挨
）ヲ一
。

作
福　

但
作
一
福
。
福
下
一
點
。
不
論
大
小
多
寡

孝
順
父
母　

忠
報
君
王　

裝
塑
佛
像　

印
造
經
典

齋
供
僧
伽　

敬
事
師
長　

營
修
寺
宇　

流
通
善
法

禁
絕
宰
殺　

買
放
生
命　

飯
食
飢
民　

衣
濟
寒
凍

開
掘
義
井　

修
理
橋
梁　

平
砌
街
道　

普
施
茶
湯

看
療
病
人　

給
散
藥
餌　

伸
雪
冤
枉　

出
減
刑
罪

安
養
衰
老　

撫
育
孤
孩　

埋
藏
屍
骨　

給
與
棺
木

饒
免
債
負　

義
讓
財
產　

還
他
遺
失　

救
濟
患
苦

祈
禱
災
難　

薦
拔
亡
魂　

勸
和
爭
訟　

生
全
人
命（

姶
）

こ
こ
で
は
三
十
二
の
福
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
念
仏
を
修
す
る
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

無
事
ニ
曽

。
身
間
ナ
ル
者
ノ
ハ
。
時
時
ニ
勤
念
シ
有
テレ
事
纏
レ
身
ニ
者
ノ
ハ
早
晩
ニ
課
念
シ
至
心

発
願
シ
テ
求
メレ
ヨ
生
セ二
ン
事
ヲ
浄
土
ニ一
。
平
日
遇
ハレ
福
ニ
便
チ
作
セ
作
シ
訖
テ
還
テ
念
セ
ヨ
即
チ
以
テ二

所
レ
作
ス
之
福
ヲ一
迴
二
向
シ
テ
淨
土
ニ一
。
求
二
願
セ
ヨ
往
生
ヲ一
。
善
人
受
持

念
佛　

千
聲
填
一
圈
。
白
黃
紅
青
黑
。
可
填
五
次

無
事
身
間
者
。
時
時
勤
念
。
有
事
纏
身
者
。
早
晚
課
念
。
至
心
發
願
。
求
生
淨
土
。

平
日
遇
福
便
作
。
作
訖
還
念
。
即
以
所
作
之
福
。
迴
向
淨
土
。
求
願
往
生
。
善
人

（
某
甲
）
受
持（
逢
）

つ
ま
り
「
平
静
安
穏
の
う
ち
に
身
を
持
つ
間
の
者
は
、
時
間
あ
る
毎
に
念
仏
を
勤
め
、
何
か
事
が
あ
っ
て
苦
悩
に
繋
縛
さ
れ
た
者
は
朝
晩
に
念
仏
し
て
至
心
に
発
願
し
て
浄
土

に
往
生
す
る
こ
と
を
求
め
よ
。
平
日
福
徳
を
な
す
機
会
に
遇
え
ば
、
そ
れ
を
な
す
。
な
し
お
わ
っ
た
な
ら
ば
振
り
返
っ
て
そ
の
福
徳
を
憶
念
せ
よ
。
そ
し
て
な
し
た
福
徳
を
浄
土

に
回
向
し
て
往
生
す
る
こ
と
を
求
願
せ
よ
」
と
述
べ
て
い
る
。

袾
宏
の
表
題
に
は
「
念
仏
を
千
遍
称
え
る
ご
と
に
一
圏
を
白
、
黄
、
紅
、
青
、
黒
の
五
彩
で
順
次
塗
り
つ
ぶ
す
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
念
仏
図
説
の
「
○
」
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三
八

を
全
部
う
め
る
と
百
万
の
念
仏
行
を
成
就
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
念
仏
は
浄
土
往
生
の
た
め
で
あ
り
、
煩
悩
の
た
め
に
苦
し
む
人
は
至
心
に
発
願
し
て
往
生
を
願
う
べ
き
こ
と

を
す
す
め
て
い
る
。
五
色
に
つ
い
て
言
え
ば
、
密
教
は
万
物
を
構
成
す
る
五
大
（
五
大
原
質
）
を
、
地
大
＝
黄
、
水
大
＝
白
、
火
大
＝
赤
、
風
大
＝
黒
、
空
＝
青
と
い
う
色
彩
に

配
当
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
地
＝
増
益
性
、
水
＝
洗
浄
性
、
火
＝
親
愛
性
、
風
＝
払
拭
性
、
空
＝
包
摂
性
と
い
う
象
徴
性
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
獨
湛
が
い
う
五
色
に
も
、

こ
う
し
た
色
彩
の
象
徴
性
が
念
仏
図
説
に
も
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い（
葵
）。

次
に
袾
宏
の
『
山
房
雜
録
』
に
あ
る
「
骷
髏
圖
説
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

傅
大
士
云
。
漸
漸
ニ
雞
皮
鶴
髪
ス
。
看
看
行
歩
龍
鐘
タ
リ
タ
假
饒
ヒ
金
玉
満
モ
堂
ニ
難
シレ

免
レ二
生
老
病
死
ヲ一
任
サ
モ
ア
ラ
ス
汝
ア
レ
千
般
ノ
快
樂
。
無
常
終
是
レ
到
来
セ
ン
。

惟
タ
有
リ二
徑
路
ノ
修
行
一
。
但
念
セ二
ヨ
阿
彌
陀
佛
ヲ一
。

大
士
ノ
此
ノ
語
正
所
レ
謂
萬
般
將
モ
テ
不
レ
去
ラ
。
惟
タ
有
テレ
業
ノ
ミ
隨
フレ
身
者
也
。

如
何
ナ
ル
カ
是
萬
般
將
チ
不
ルレ
ヤ
去
ラ
。
人
生
ニ
所
ア
ラ
ユ
ル
有
官
爵
。
金
寶
。
屋
宅
。
田
園
。

飲
食
衣
服
。
玩
好
。
乃
至
嬌
妻
愛
子
モ
無
常
到
来
セ
ハ
。

那
ナ
ン
ノ
一
件
カ
是
將
チ
得
去
ル
者
ノ
。
如
何
ナ
ル
カ
是
レ
惟
タ
有
テ
業
ノ
ミ
隨
フレ
ヤ
身
ニ
。

人
生
ノ
所
ノレ
造
諸
ノ
貪
瞋
癡
業
。
非
禮
姦
婬
。

恣
意
宰
殺
為
シレ
テ
子
ト
逆
ヒレ
父
ニ
為
シレ
テ
臣
ト
欺
キレ
君
ヲ
尅
シレ
テ
衆
ヲ
成
シレ
家
ヲ
。

陰
毒
害
スレ
ル
物
ヲ
種
種
ノ
悪
業
。
無
常
到
来
ス
ル
ト
ヤ
。

這
ヒ
都
テ
緊
緊
ト
隨
二
著
ス
ル
儞
ニ一
者
既
ニ
然
ク
如
シレ
是
ノ
。

若
シ
不
二
猛
ク
省
セ一
回
シレ
頭
ヲ
改
メレ
悪
ヲ
従
ヒレ
善
ニ
洗
テレ
心
ヲ
念
佛
ス
ル
ニ
。

豈
ニ
非
ヤ下
徒
ラ
ニ
得
二
人
身
ヲ一
虚
ク
生
レ
浪
リ
ニ
死
ス上
ル
ニ
苦
ナ
ル
哉
苦
哉
。

骷
髏
圖
説

傅
大
士
云
。
漸
漸
雞
皮
鶴
髮
。
看
看
行
步
龍
鍾
。
假
饒
金
玉
。
滿
堂
難

免
生
老
病
死
。
任
汝
千
般
快
樂
。
無
常
終
是
到
來
。

惟
有
徑
路
修
行
。
但
念
阿
彌
陀
佛
。

大
士
此
語
。
正
所
謂
萬
般
將
不
去
。
惟
有
業
隨
身
者
也
。

如
何
是
萬
般
將
不
去
。
人
生
所
有
官
爵
。
金
寶
。
屋
宅
。
田
園
。

飲
食
。
衣
服
。
玩
好
。
乃
至
嬌
妻
。
愛
子
。
無
常
到
來
。

那
一
件
是
將
得
去
者
。
如
何
是
惟
有
業
隨
身
。

人
生
所
造
諸
貪
嗔
。
癡
。
業
。
非
禮
姦
婬
。

恣
意
宰
殺
。
為
子
逆
父
。
為
臣
欺
君
。
剋
衆
成
家
。

陰
毒
害
物
。
種
種
惡
業
。
無
常
到
來
。

這
都
緊
緊
隨
著
你
者
既
然
如
是
。

若
不
猛
省
回
頭
。
改
惡
從
善
。
洗
心
念
佛
。

豈
非
徒
得
人
身
。
虗
生
浪
死
苦
哉
苦
哉
。

す
な
わ
ち
、「
傅
大
士
（
四
九
七
〜
五
六
九
）
は
、
加
齢
と
共
に
皺
が
ふ
え
膚
は
鶏
の
皮
の
よ
う
に
な
り
、
白
髪
が
ふ
え
て
頭
は
鶴
の
よ
う
に
白
く
な
る
。
し
だ
い
に
年
老
い
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て
疲
れ
病
ん
で
歩
く
こ
と
が
困
難
に
な
る
。
た
と
え
金
や
玉
が
堂
に
満
ち
て
い
て
も
、
生
老
病
死
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
あ
ら
ゆ
る
快
楽
を
過
ご
し
て
い
て
も
、

無
常
は
つ
い
に
お
と
ず
れ
る
。
生
死
を
離
れ
る
に
は
た
だ
一
つ
の
径
路
が
あ
る
。
そ
れ
は
阿
弥
陀
仏
を
専
ら
念
じ
る
こ
と
で
あ
る（
茜
）。
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
大
士
の
所
説
は
正
に
、

い
わ
ゆ
る
世
俗
の
も
の
を
持
ち
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
た
だ
業
の
み
身
に
随
う
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
世
俗
の
も
の
を
持
ち
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
人

生
に
は
あ
ら
ゆ
る
官
位
、
宝
物
、
家
、
園
田
、
飲
食
、
衣
服
、
骨
董
、
そ
し
て
愛
妻
、
愛
子
な
ど
が
付
随
す
る
が
、
無
常
が
到
来
す
る
と
、
ど
れ
も
持
っ
て
去
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
ど
の
よ
う
な
業
が
、
身
に
随
う
の
か
と
い
え
ば
犯
し
た
諸
の
貪
瞋
癡
の
業
、
非
礼
姦
淫
、
恣
意
宰
殺
、
そ
し
て
子
と
し
て
父
に
逆
い
、
臣
と
し
て
君
を
欺
き
、
不
正
な
行
為

で
他
人
の
財
産
を
奪
っ
て
自
分
の
財
産
を
作
る
、
陰
毒
で
物
を
害
す
る
な
ど
の
種
々
の
悪
業
は
、
死
が
訪
れ
た
ら
す
べ
て
し
っ
か
り
と
あ
な
た
に
付
き
従
う
も
の
で
あ
る
。
も
し

激
し
く
顧
み
な
く
て
も
、
考
え
を
変
え
、
悪
を
改
め
、
善
に
し
た
が
い
、
洗
心
し
て
、
念
佛
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
人
の
身
を
得
た
の
に
、
虚
し
く
生
死
を
流
浪
す
る
こ
と
な
ど
あ

ろ
う
か
。
苦
で
あ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
に
な
れ
ば
苦
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
生
前
の
所
有
物
は
死
後
に
ま
で
付
き
従
う
こ
と
は
な
い
が
、
悪
業
は
間
違
い
な
く

付
き
随
っ
て
そ
の
人
を
苦
し
め
る
。
そ
こ
か
ら
解
き
放
つ
も
の
が
改
悪
従
善
洗
心
念
仏
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
対
照
か
ら
桂
鳳
が
指
摘
す
る
よ
う
に
獨
湛
は
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
を
袾
宏
の
『
山
房
雜
録
』
を
拠
り
所
と
し
て
作
成
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
「
傅
大
士
云
」

の
偈
は
同
じ
袾
宏
の
著
作
で
あ
る
『
往
生
集
』
そ
し
て
『
阿
彌
陀
經
疏
鈔
』
の
故
事
熟
語
の
出
典
を
示
し
た
『
阿
彌
陀
經
疏
鈔
事
義
』
に
は
善
導
（
六
一
三
〜
六
八
一
）
の
も
の

と
し
て
い
る
。

こ
の
偈
文
は
宋
代
の
王
日
休
の
『
龍
舒
増
廣
淨
土
文
』
巻
第
五
、
宗
曉
（
一
一
五
一
〜
一
二
一
四
）
の
『
樂
邦
文
類
』
巻
第
五
等
に
も
善
導
の
偈
文
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
阿
弥
陀
仏
を
信
仰
し
、
白
蓮
社
に
道
友
も
あ
っ
た
臨
済
宗
楊
岐
派
の
中
国
僧
齊
巳
（
〜
一
一
八
六
）
は
蓮
社
会
の
道
友
に
上
堂
を
請
う
と
同
じ
偈
文
を
あ
げ
て
、
し
か
も

善
導
か
ら
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

次
に
こ
の
偈
文
が
見
ら
れ
る
最
古
の
典
拠
と
な
る
『
龍
舒
増
廣
淨
土
文
』
を
は
じ
め
八
つ
著
作
を
あ
げ
て
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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四
〇

山
房
雜
録

　
　

雲
棲
袾
宏

傅
大
士
云
。

漸
漸
雞
皮
鶴
髮
。

看
看
行
歩
龍
鍾
。

假
饒
金
玉
滿
堂
。

難
免
生
老
病
死
。

任
汝
千
般
快
樂
。

無
常
終
是
到
來
。

惟
有
徑
路
修
行
。

但
念
阿
彌
陀
佛（

穐
）。

龍
舒
増
廣
淨
土

文　

卷
第
五 

　
　

王
日
休
譔

唐
京
師
僧
善
導

其
勸
化
偈
云
。

漸
漸
鶏
皮
鶴
髮
。

看
看
行
歩
躘
踵

假
饒
金
玉
滿
堂
。

難
免
衰
殘
老
病
。

任
是
千
般
快
樂
。

無
常
終
是
到
來
。

唯
有
徑
路
修
行
。

但
念
阿
彌
陀
佛（

悪
）。

樂
邦
文
類

　
　

卷
第
五

　

宗
曉
編
次

勸
化
徑
路
修
行

頌京
師
比
丘
善
導

漸
漸
鶏
皮
鶴
髮

看
看
行
歩
躘
蹱

假
饒
金
玉
滿
堂

誰
免
衰
殘
老
病

任
汝
千
般
快
樂

無
常
終
是
到
來

唯
有
徑
路
修
行

但
念
阿
彌
陀
佛（

握
）

佛
祖
統
紀

　

卷
第
二
十
六

　
　

志
磐
撰

法
師
善
導

其
勸
偈
曰
。

漸
漸
鶏
皮
鶴
髮
。

看
看
行
歩
龍
鍾
。

假
饒
金
玉
滿
堂
。

豈
免
衰
殘
老
病
。

任
是
千
般
快
樂
。

無
常
終
是
到
來
。

唯
有
徑
路
修
行
。

但
念
阿
彌
陀
佛（

渥
）。

往
生
集

　
　

雲
棲
袾
宏

善
導
和
尚

其
勸
世
偈
曰
。

漸
漸
鶏
皮
鶴
髮
。

看
看
行
歩
龍
鍾
。

假
饒
金
玉
滿
堂
。

豈
免
衰
殘
病
苦
。

任
汝
千
般
快
樂
。

無
常
終
是
到
來
。

惟
有
徑
路
修
行
。

但
念
阿
彌
陀
佛（

旭
）。

阿
彌
陀
經
疏
鈔

事
義

　
　

雲
棲
袾
宏

徑
路
修
行

善
導
和
尚
偈
。

漸
漸
雞
皮
鶴
髮
。

看
看
行
步
龍
鍾
。

（
云
云
）

惟
有
徑
路
修
行
。

但
念
阿
彌
陀
佛（

葦
）。

續
傳
燈
録

卷
第
三
十
一 

慶
元
府
東
山
齊

已
禪
師
。
邛
州

謝
氏
子
。
上
堂
。

舉
蓮
社
會
道
友

請
上
堂
。

漸
漸
鶏
皮
鶴
髮
。

父
少
而
子
老
。

看
看
行
歩
躘
蹱
。

疑
殺
木
上
座
。

直
饒
金
玉
滿
堂
。

照
顧
白
拈
賊
。

豈
免
衰
殘
老
病
。

正
好
著
精
彩
。

任
汝
千
般
快
樂
。

渠
儂
合
自
由
。

無
常
終
是
到
來
。

歸
堂
喫
茶
去
。

唯
有
徑
路
修
行

依
舊
打
之
遶
。

但
念
阿
彌
陀
佛
。

念
得
不
濟
事
。

念
得
不
濟
事
。

復
曰
。
啞
這
條

活
路
。
已
被
善

導
和
尚
直
截
指

出
了
也（

芦
）

彌
陀
經
疏
鈔
演

義
卷
一

　

古
徳
文
賢

龍
舒
居
士
王
日

休
。
作
淨
土
文
。

無
盡
居
士
張
商

英
。
作
求
生
淨

土
文
。
侍
郎
王

古
。
作
直
指
淨

土
決
疑
集
。
吳

群
沙
門
大
佑
。

作
淨
土
指
歸
集
。

無
功
居
士
王
闐
。

作
淨
土
自
信
錄
。

慈
雲
懺
主
遵
式
。

作
淨
土
略
傳
。

善
導
和
尚
。
作

偈
。
偈
云

漸
漸
雞
皮
鶴
髮
。

看
看
步
行
龍
鍾
。

惟
有
徑
路
修
行
。

但
念
阿
彌
陀
佛（

鯵
）。
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四
一

右
の
対
照
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
偈
文
を
傅
大
士
の
も
の
と
し
て
い
る
の
は
『
山
房
雜
録
』
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
同
じ
袾
宏
の
著
作
の
中
で
も
当
偈
文
は
善
導
の
も

の
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
こ
の
偈
文
は
中
国
仏
教
で
は
傅
大
士
つ
ま
り
善
慧
大
士
の
偈
文
で
は
な
く
、
善
導
も
の
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
諸
本

に
よ
っ
て
多
少
の
文
字
の
異
動
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
変
わ
ら
な
い
。
で
は
な
ぜ
袾
宏
は
傅
大
士
の
も
の
と
し
た
か
が
問
題
と
な
る
。
お
そ
ら
く
最
初
は
「
善
導
」
を
「
善

慧
」
と
誤
り
、
後
に
善
慧
を
傅
大
士
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
獨
湛
は
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
の
長
文
の
記
述
に
こ
の
偈
文
を
傅
大
士
と
す
る
『
山
房
雜
録
』
を
引
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
文
が
続
く
。

我
レ
ハ
観
テ二
世
人
ヲ一
箇
箇
皆
好
シ二
念
佛
ス一
ル
ニ
。
今
三
等
ニ
列
シレ
之
ヲ
。
一
ニ
ハ
者
極
間
ノ
人
。

應
ニ二
當
シ
無
クレ
晝
無
レ
夜
。
一
心
念
佛
一
。

二
ニ
ハ
者
半
閒
半
忙
ノ
人
應
ニ二
當
シ
營
ミレ
事
ヲ
己
畢
テ
即
便
ニ
念
佛
一
。
三
ニ
ハ
者
極
忙
人
。

應
ニ二
當
シ
忙
裏
ニ
偸
ミレ
間
ヲ
十
念
念
佛
ス
。

又
復
富
貴
之
人
衣
祿
豐
足
ス
正
ニ
好
シ二
念
佛
ス一
ル
ニ
。
貧
窮
ノ
之
人
ハ
。
安
シレ
貧
ヲ
守
レレ
ハ
分
ヲ
。

正
ニ
好
シ二
念
佛
ス一
ル
ニ
有
ル二
子
孫
一
人
ハ
得
二
人
替
力
ヲ一
。
正
ニ
好
シ二
念
佛
ス一
ル
ニ
。

無
キ二
子
孫
一
人
心
無
二
牽
掛
一
正
ニ
好
シ
念
佛
ス一
ル
ニ
。

無
病
之
人
身
力
康
健
ナ
レ
ハ
正
ニ
好
シ二
念
佛
ス一
ル
ニ
。
有
病
之
人
。

知
レ二
ハ
死
不
事一
ヲレ
久
カ
ラ
正
ニ
好
シ二
念
佛
ス二
ル
ニ
。

聦
明
之
人
ハ
通
シレ
經
ニ
達
スレ
ル
ハ
理
ニ
正
ニ
好
シ二
メ
念
佛
ス一
ル
ニ
愚
鈍
ノ
之
人
ハ
無
レ二
ハ
雑
知
見
一
。

正
ニ
好
シ二
念
佛
ス一
ル
ニ
。
以
テレ
要
ヲ
言
ハレ
之
ヲ
。

天
上
人
間
四
生
九
有
皆
當
念
佛
ス一
奉
ル
勸
メ二
世
人
ニ一
。

何
ノ
不
乙
此
テ下
四
大
未
ルレ
作
ヲ二
酤
髏
ト一
時
ヲ上
早
早
ニ
念
佛
セ甲
直
ニ
待
タ二
ハ
萬
般
一
將
ニ
不
レ
去
。

惟
タ
有
レ
業
ノ
ミ
隨
ツレ
身
懊
悔
ス
ル
モ
無
レ
及
フ
了
也
。

我
觀
世
人
。
箇
箇
皆
好
念
佛
。
今
三
等
列
之
。
一
者
極
閒
人
。

應
當
無
晝
無
夜
。
一
心
念
佛
。

二
者
半
閒
半
忙
人
。
應
當
營
事
已
畢
。
即
便
念
佛
。
三
者
極
忙
人
。

應
當
忙
裏
偷
閒
。
十
念
念
佛
。

又
復
富
貴
之
人
。
衣
祿
豐
足
。
正
好
念
佛
。
貧
窮
之
人
。
安
貧
守
分
。

正
好
念
佛
。
有
子
孫
人
。
得
人
替
力
。
正
好
念
佛
。

無
子
孫
人
。
心
無
牽
掛
。
正
好
念
佛
。

無
病
之
人
。
身
力
康
徤
。
正
好
念
佛
。
有
病
之
人
。

知
死
不
久
。
正
好
念
佛
。

聦
明
之
人
。
通
經
達
理
。
正
好
念
佛
。
愚
鈍
之
人
。
無
雜
知
見
。

正
好
念
佛
。
以
要
言
之
。

天
上
人
間
。
四
生
九
有
。
皆
當
念
佛
。
奉
勸
世
人
。

何
不
趂
此
四
大
未
作
骷
髏
時
。
早
早
念
佛
。
直
待
萬
般
將
不
去

惟
有
業
隨
身
。
懊
悔
無
及
了
也（

梓
）。

す
な
わ
ち
「
私
が
世
の
人
を
観
察
し
て
み
る
と
、
一
人
ひ
と
り
が
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
念
佛
す
る
の
が
よ
い
。
今
念
仏
す
る
人
を
三
類
に
分
け
て
み
る
。
一
つ
に
は
大
い
に
暇
の
あ



黄
檗
獨
湛
の
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
に
つ
い
て　

 

（
田
中
実
マ
ル
コ
ス
）

四
二

る
人
は
一
日
中
一
心
に
念
佛
す
べ
き
で
あ
る
。
二
に
は
あ
る
程
度
忙
し
い
人
は
仕
事
を
終
え
て
か
ら
念
仏
す
べ
き
で
あ
る
。
三
に
は
極
め
て
忙
し
い
人
は
忙
し
い
中
に
時
間
を
つ

く
っ
て
十
念
の
念
仏
す
る
の
が
よ
い
。

ま
た
富
貴
の
人
は
豊
富
な
衣
禄
を
も
っ
て
も
、
ま
さ
に
念
仏
す
る
の
が
よ
い
。

貧
窮
の
人
は
貧
に
安
じ
て
自
ら
の
分
を
守
っ
て
、
ま
さ
に
念
仏
す
る
の
が
よ
い
。

子
孫
の
あ
る
人
は
仕
事
の
手
伝
い
を
す
る
人
が
い
る
の
で
、
ま
さ
し
く
念
仏
す
る
の
が
よ
い
。

子
孫
の
な
い
人
は
懸
念
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
ま
さ
に
念
仏
す
る
の
が
よ
い
。

病
気
の
な
い
人
は
健
康
の
う
ち
に
ま
さ
に
念
仏
す
る
の
が
よ
い
。

病
気
の
あ
る
人
は
死
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
知
る
か
ら
、
ま
さ
に
念
仏
す
る
の
が
よ
い
。

聡
明
の
人
は
、
仏
教
の
道
理
等
に
精
通
す
る
の
で
、
ま
さ
に
念
仏
す
る
の
が
よ
い
。

愚
鈍
の
人
は
、
粗
雑
な
知
見
が
な
い
の
で
、
ま
さ
に
念
仏
す
る
の
が
よ
い
。

要
す
る
に
、
天
人
、
人
間
、
四
生
、
九
有
、
す
べ
て
念
仏
す
べ
き
で
あ
る
。

世
の
人
に
勧
め
申
し
上
げ
る
。
な
ぜ
生
き
て
い
る
う
ち
に
、
念
仏
し
な
い
の
か
。
ど
う
し
て
地
水
火
風
の
四
大
か
ら
成
る
身
が
ま
だ
酤
髏
と
な
ら
な
い
時
を
以
て
早
々
に
念
仏
し

な
い
の
か
。
た
だ
世
俗
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
ら
に
追
随
す
る
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
ま
さ
に
生
死
を
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
臨
終
の
時
に
は
業
の
み
が
身
に
随
う
の
で
後
悔

し
て
も
遅
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
づ
衆
生
の
生
活
の
閑
忙
に
即
し
て
念
仏
者
を
三
類
に
分
け
て
い
る
が
、
全
て
の
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
実
態
に
即
し
て
念
仏
す

れ
ば
よ
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
い
ろ
い
ろ
な
生
活
形
態
、
ま
た
機
根
の
諸
相
を
挙
げ
な
が
ら
、
全
て
の
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
念
仏
す
れ
ば
よ
い
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
。

ま
た
長
文
の
最
後
に
は
獨
湛
の
次
の
よ
う
な
識
語
が
あ
る
。

此
ノ
図
於
テ二
震
旦
ニ一
行
事レ
世
ニ
已
ニ
久
シ
矣
。
至
テ二
大
清
康
煕
年
中
ニ一
。
奉
テレ
旨
ヲ
頒
チ二
行
テ
天
下
ニ一
普
ク
勧
二
化
ス
念
佛
ヲ一
。
豫
得
テ二
一
張
一
與
テ二
無
塵
居
士
ニ一
奉
持
居
士
以
テ二
日
國
未
ル一
ヲ
有
ラ二

此
図
一
。
今
鐫
刻
流
通
ス
。
令
メ三
ハ
天
下
ノ
人
ヲ
曽

念
佛
修
福
シ
同
ク
生
セ二
浄
土
ニ一
則
利
益
無
量
ナ
リ
焉
。
メ
念
仏
千
声
ニ
填
ウ二
ツ
ム
一
圏
ヲ一
。
白
黄
紅
青
黒
可
キレ
填
ム二
五
次
ニ一
。
寶
永
甲
申
重
陽 

支
那
独
湛
瑩
識
号
子
柿
普
勧
定
仏
往
生
ユ
墨
印
ヨ

つ
ま
り
、「
こ
の
念
仏
図
説
は
中
国
で
は
昔
か
ら
用
い
ら
れ
て
お
り
、
大
清
の
康
煕
帝
（
一
六
六
一
〜
一
七
二
二
在
位
）
の
年
中
に
至
っ
て
、
詔
旨
を
う
け
て
図
説
を
世
に
刊

行
し
て
、
普
く
念
佛
を
勧
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
予
め
得
て
い
た
一
枚
を
無
塵
居
士
に
あ
た
え
奉
持
し
た
。
居
士
は
ま
だ
日
本
に
こ
の
よ
う
な
図
は
な
い
と
い
っ
て
、
今
鐫
刻

し
て
流
通
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
下
の
人
に
念
佛
さ
せ
て
福
を
修
し
て
浄
土
に
往
生
さ
せ
れ
ば
、
そ
の
利
益
は
無
量
で
あ
る
。
念
仏
を
千
声
ご
と
に
一
圏
を
塗
り
つ
ぶ
し
、
白
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四
三

黄
紅
青
黒
の
五
色
順
に
塗
り
つ
ぶ
す
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。
宝
永
甲
申
（
一
七
〇
四
）
重
陽
（
九
月
九
日
） 

支
那
独
湛
瑩
識
（
印
【
獅
子
林
普
勧
定
仏
往
生
】）」
と
あ
る
よ
う
に
、

獨
湛
の
念
仏
図
説
は
は
義
山
の
道
友
で
あ
る
無
盡
居
士
に
よ
っ
て
普
及
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
三
版
以
降
よ
り
図
説
の
最
下
部
に
は
忍
澂
（
一
六
四
五
〜
一
七
一
一
）
の
識
語

が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

黄
檗
四
世
独
湛
老
大
和
尚　

佩ヲ
ヒ
テ二
西
来
直
指
ノ
心
印
ヲ一
而
曽

以
二
浄
土
ヲ一
為
二
帰
宿
ノ
之
地
ト一
。
恒
持
テ二
佛
号
ヲ一
息
不
二
虚
ク

黈
カ
ヨ
ハ一
禪
誦
禮
懺
靡
二
嘗
テ
暫
ク
モ
停ヤ
ム

一
可
シレ
謂
ウ
永
明
角
虎
ノ
之

禅
ナ
リ
也
衰
朽
巳
ニ
極
レ
モ―
而
無
ク二
微
疾
一
身
心
怡
悦
シ
テ
常
ニ
面
ヲレ
西
ニ
坐
ス
正
月
廿
四
日
語
テ
曰
昨
夜
神
二
遊
ス
ト
浄
土
ニ一
即
奮
起
ツ
テ
礼
ス二
西
方
ヲ一
十
一
拝
廿
五
日
ノ
晩
鶴
声
聞
二
于
天
ニ一
一

小
侍
者
怪
ン
テ
而
趨
スレ
庭
ニ
則
聞
ク二
空
中
微
妙
ノ
楽
音
ヲ一
其
夜
深
更
師
日
適サ
キ
ミ
ル夢

三
蓮
華
ノ
生
ス二
ル
ヲ
于
池
一
西
帰
ノ
之
期
不
トレ
遠
カ
ラ
即
書
ノレ
偈
ヲ
日
フ
我
ニ
有
リ二
一
句
一
別
ル二
于
大
衆
ニ一
若
シ
問
ハ二
何

句
ト一
不
説
不
説
廿
六
日
依
レ
常
ニ
靣
西
辰
ハ
刻
自
ラ
結
テ二
定
印
ヲ一
寂
然
タ
リ
侍
者
連
リ
ニ
喚
フ二
和
尚
ト一
師
即
応
レ
声
ニ
念
佛
シ
テ
泊
然
ト
曽

坐
脱
ス
今
年
七
十
有
九
也
日
課
弥
陀
経
四
十
八
巻
礼

仏
三
百
或
五
百
其
ノ
餘
礼
誦
課
簿
ニ
所
レ
記
ス
ル
不
レ
可
ラ二
勝
テ
数
ヲ一
寶
永
丙
戌
仲
春
獅
子
谷
信
阿
謹
誌（
圧
）

つ
ま
り
獨
湛
は
西
来
の
直
指
の
心
印
（
仏
心
印
）
を
身
に
帯
び
、
浄
土
を
帰
宿
の
地
と
し
、
つ
ね
に
仏
号
を
持
っ
て
息
を
虚
し
く
通
わ
す
こ
と
な
く
、
禅
語
録
を
読
誦
し
、
礼

懺
を
怠
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
永
明
角
虎
（
九
〇
四
〜
九
七
五
）
の
禅
風
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
老
い
に
よ
る
衰
朽
は
す
で
に
極
ま
っ
て
い
る
が
、
軽
い
苦
し

み
も
な
く
身
心
は
喜
に
つ
つ
ま
れ
、
常
に
西
に
面
し
て
坐
す
。
正
月
二
十
四
日
に
、
昨
夜
は
浄
土
に
逍
遥
し
た
と
語
り
、
気
力
を
こ
め
て
立
ち
あ
が
り
、
西
方
に
向
か
っ
て
十
一

拝
し
た
。
二
十
五
日
の
晩
に
は
鶴
の
声
が
天
か
ら
聞
こ
え
た
。
弟
子
は
怪
し
ん
で
庭
に
赴
い
た
が
、
空
中
に
微
妙
の
音
楽
を
聞
い
た
。
そ
の
夜
中
に
師
獨
湛
は
蓮
華
が
池
に
生
ず

る
夢
を
み
て
、
西
帰
の
時
は
も
う
遠
く
な
い
と
言
っ
て
偈
を
作
し
た
。
そ
れ
は
「
我
に
一
句
あ
り
、
こ
こ
で
大
衆
と
別
れ
る
。
も
し
ど
の
よ
う
な
句
と
問
わ
れ
た
ら
、
不
説
不
説
」。

二
十
六
日
常
の
よ
う
に
西
に
面
し
、
辰
の
刻
に
自
ら
定
印
を
結
ん
で
寂
静
の
境
に
入
っ
た
。
弟
子
た
ち
が
和
尚
と
喚
ぶ
と
、
師
は
そ
の
声
に
応
じ
て
念
仏
し
て
坐
っ
た
ま
ま
寂
し

た
。
七
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
日
課
と
し
て
『
阿
弥
陀
経
』
を
四
十
八
巻
、
仏
を
礼
す
る
こ
と
三
百
あ
る
い
は
五
百
、
そ
の
余
の
礼
誦
は
日
課
簿
に
記
録
す
る
も
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
で
あ
る
。
寶
永
丙
戌
（
一
七
〇
六
）
仲
春
（
二
月
）
獅
子
谷
信
阿
（
忍
澂
）
謹
誌
、
と
忍
澂
は
獨
湛
の
臨
終
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る
。

獨
湛
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
、
日
本
に
お
け
る
念
仏
図
説
印
施
の
最
初
と
思
わ
れ
る
の
は
雲
洞
の
『
丈
六
弥
陀
蓮
会
講
百
万
念
仏
図
説（

斡
）』
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
も
獨
湛
の
図
説

の
影
響
を
受
け
た
多
く
の
念
仏
図
説
が
印
施
さ
れ
、
日
本
に
お
い
て
は
二
百
年
に
わ
た
っ
て
念
仏
図
説
を
用
い
て
の
念
仏
教
化
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
一
端
を
取
り

上
げ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
祐
天
寺
蔵
板
の
香
誉
祐
海
（
一
六
八
二
〜
一
七
六
〇
）『
勧
修
百
万
遍
十
界
一
心
願
生
西
方
作
福
念
仏
図
説
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
上
段
に
當
麻
曼
陀
羅
の
上
品
上
生
の

弥
陀
三
尊
を
配
し
、
そ
の
左
右
に
長
文（
扱
）を
置
い
て
い
る
。
弥
陀
三
尊
の
下
段
の
蓮
池
に
「
上
品
中
生
」、「
上
品
下
生
」、「
中
品
三
生
」
と
「
下
品
三
生
」
と
い
う
文
字
が
蓮
台
の

上
に
書
か
れ
、
九
品
を
表
し
て
い
る
。
中
央
に
は
光
を
放
つ
「
心
」
の
文
字
が
蓮
台
の
上
に
描
か
れ
、
そ
の
蓮
の
茎
は
更
に
下
段
の
図
に
記
さ
れ
て
い
る
「
一
心
」
に
繋
が
っ

て
い
る
。
下
段
の
図
の
下
部
に
は
円
形
が
あ
り
、
円
形
の
上
半
に
は
二
河
白
道
が
描
か
れ
、
下
半
に
は
此
土
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
「
一
心
」
は
白
道
の
手
前
入
口
に
書
か



黄
檗
獨
湛
の
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
に
つ
い
て　

 

（
田
中
実
マ
ル
コ
ス
）

四
四

れ
、
円
形
の
中
心
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
円
形
の
外
縁
、
上
部
に
は
右
左
に
二
十
五
菩
薩
の
来
迎
が
描
か
れ
、
弥
陀
は
右
上
に
配
さ
れ
、
円
形
の
外
縁
、
下
部
右
下
に
は
釋
迦
が

描
か
れ
て
い
る
。
円
形
の
上
縁
に
は
増
上
寺
第
三
十
六
世
祐
天
の
名
号
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
下
に
「
願
往
生
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
下
段
の
図
の
外
、
左
右
の
縁
と
下
の
縁
に
は

「
十
界
図
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
十
界
図
」
は
宋
時
代
に
流
行
し
た
遵
式
（
九
六
四
〜
一
〇
三
二
）
に
始
ま
る
と
言
わ
れ
る
『
円
頓
観
心
十
法
界
図（
宛
）』
で
あ
る
。
円
形

の
下
半
（
此
土
）
か
ら
十
本
の
線
で
「
十
界
図
」
の
各
界
と
繋
が
っ
て
い
る
。
図
の
左
下
に
は
「
享
保
年
中　

武
蔵
明
顕
山
二
世
祐
海
識
」
と
あ
る
。
享
保
年
中
は
一
七
一
六
〜

一
七
三
六
年
に
当
た
る
。
各
場
面
の
ま
わ
り
に
は
「
○
」
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
獨
湛
の
図
説
の
よ
う
に
念
仏
を
称
え
て
塗
り
つ
ぶ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る（
姐
）。

次
に
『
勧
修
作
福
百
万
遍
二
世
安
楽
図
説
』
は
中
央
に
立
像
の
弥
陀
三
尊
と
往
生
者
を
描
き
、
そ
の
上
段
に
横
書
き
で
「
勧
修
作
福
百
万
遍
二
世
安
楽
図
説
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

右
縁
に
は
『
観
無
量
壽
経
』
の
上
品
上
生
の
経
文
を
記
さ
れ
て
い
る
。
左
縁
に
は
獨
湛
の
詩
を
四
首
を
載
せ
、
下
縁
に
は
銀
椀
鏡
の
識
語
が
あ
る
。
そ
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
図
は

黄
檗
獅
子
林
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
に
忍
澂
が
寄
せ
た
識
語
を
参
考
に
し
て
獨
湛
の
浄
土
教
と
獨
湛
の
臨
終
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
昼
夜

口
称
三
昧
ニ
而
全
如
シ二
円
光
大
師
ノ一
」
と
、
獨
湛
の
口
称
三
昧
は
法
然
の
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
第
二
三
巻
に
説
く
百
萬
遍
と
一
念
の
念
仏

に
関
す
る
箇
所
を
抜
出
し
て
い
る（
虻
）こ
の
図
の
周
り
に
も
「
○
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。

次
に
天
性
寺
印
施
の
念
仏
図
に
は
標
題
は
な
い
。
中
央
に
上
品
上
生
の
阿
弥
陀
仏
が
配
さ
れ
、
そ
の
下
段
に
あ
る
蓮
池
の
蓮
台
に
は
往
生
者
の
名
を
記
す
白
い
札
が
置
か
れ
て

い
る
。
図
の
周
囲
に
は
に
「
○
」
千
個
、
四
列
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
図
の
枠
に
は
「
念
仏
一
遍
ん
を
も
っ
て
此
圏
一
ツ
を
う
づ
ミ
、
四
辺
う
づ
ミ
お
ハ
れ
バ
千
べ
ん
と
な
る
。

十
遍
ん
に
て
一
ツ
う
づ
め
ハ
一
万
ベ
ン
、
百
ぺ
ん
を
も
っ
て
す
れ
バ
十
万
遍
ん
な
り
、
千
べ
ん
な
れ
バ
百
万
べ
ん
と
な
る
也
。」
と
記
さ
れ
て
い
る（
飴
）。

ま
た
『
善
導
法
然
の
来
迎
図（
絢
）』
は
そ
の
板
木
が
増
上
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
白
黒
二
色
刷
り
の
も
の
で
あ
る
。
同
じ
も
の
が
龍
谷
大
学
に
所
蔵
さ
れ
『
阿
弥
陀
如
来

二
十
五
菩
薩
来
迎
図（
綾
）』
と
し
て
知
ら
れ
、
色
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
。
構
成
と
し
て
、
図
の
上
段
に
「
一
紙
小
消
息
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
図
の
左
上
に
は
阿
弥
陀
仏
と
二
十
五
菩

薩
の
来
迎
が
描
か
れ
て
い
る
。
二
十
五
菩
薩
の
右
下
に
は
富
士
山
が
あ
り
、
富
士
山
の
右
上
に
は
雲
の
上
に
乗
っ
た
日
輪
が
描
か
れ
、
左
上
に
は
雲
に
乗
っ
た
月
が
描
か
れ
て
い

る
。
来
迎
図
の
左
下
に
は
義
賢
（
一
七
八
六
〜
一
八
四
一
）
の
名
号
を
挟
ん
で
善
導
と
法
然
の
二
祖
対
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
富
士
山
の
下
段
に
は
横
臥
し
て
合
掌
し
て
い
る
往

生
人
と
傍
ら
に
善
知
識
と
な
る
僧
が
描
か
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
の
白
毫
か
ら
三
本
の
光
が
放
た
れ
往
生
人
を
照
ら
し
て
い
る
。

こ
の
図
説
の
作
者
は
義
賢
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
遊
行
僧
で
あ
る（
鮎
）義
賢
は
江
戸
白
金
町
正
源
寺
（
浄
土
宗
）
か
ら
富
士
山
麓
に
赴
き
天
保
九
年
か
ら
十
一
年
の
間
修

行
し
た
日
誌
が
富
士
山
の
麓
の
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る（
或
）。『
加
賀
藩
資
料
』
第
十
五
編
に
よ
る
と
、
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
九
月
二
十
五
日
「
念
佛
行
者
金
澤
に
来
る
」

の
条
に
は
、

文（

七

月

九

日

）

月
の
こ
ゝ
の
日
と
い
ふ
日
よ
り
彼
名
に
高
き
た（
立
山
連
峰
）

ち
山
へ
籠
り
、
念
佛
供
養
の
た
め
大
願
を
起
こ
し
、
凡
四
十
八
日
と
い
ふ
計
も
籠
り
給
は
ん
御
志
に
て
、
此
大
山
の
浄
土

山
と
い
ふ
へ
の
ぼ
ら
せ
給
ひ
、
念
佛
し
籠
り
給
ふ
、
三
七
日
と
い
ふ
に
は
や
其
願
成
就
な
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
富
山
の
巷
へ
を
り
さ
せ
た
ま
ひ
、
此
大
城
の
下
に
て
日
課
念
佛
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四
五

の
供
養
授
け
給
ふ
。

と
あ
る
。
義
賢
は
江
戸
か
ら
出
て
立
山
に
籠
っ
て
念
仏
し
、
そ
し
て
遊
行
し
た
所
で
は
日
課
念
仏
を
授
け
、
念
仏
教
化
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
図
の
左
側
に
百
二
の
「
○
」

が
縦
に
配
さ
れ
、
一
万
遍
ご
と
に
一
つ
の
「
○
」
を
塗
り
つ
ぶ
せ
ば
全
部
で
百
二
万
遍
の
念
仏
を
称
え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
獨
湛
が
普
及
し
た
念
仏
図
説
の
影
響
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
獨
湛
図
説
に
よ
る
念
仏
勧
導
に
つ
い
て
珂
然
の
『
新
聞
顕
験
往
生
伝
』
上
、
法
雲
信
尼
の
項
に
は
「
清
倫
、
両
尼
〈
雲
生
・
玅
閑
〉
に
謂
て
曰
く
、
法
雲
尼
公
、
嘗
て
世

に
在
り
し
時
、
屡
我
を
勧
誘
し
て
公
出
家
せ
よ
と
言
え
り
、
其
の
恩
に
酬
い
ん
が
為
に
、
獨
湛
和
尚
の
流
通
す
る
所
の
念
仏
図
説
を
得
て
〈
中
略
〉
一
百
日
を
期
し
て
百
万
遍
の

念
仏
を
修
す（
粟
）。」
と
あ
り
、
さ
ら
に
清
誉
浄
智
信
士
の
項
に
は
「
俗
の
名
は
武
右
衛
門
、
洛
東
知
恩
院
古
門
前
に
住
す
、
褙
匠
を
業
と
な
し
、
早
く
西
方
を
慕
ひ
意
を
浄
業
に
切
に
す
、

誓
願
寺
に
詣
し
阿
弥
陀
仏
を
礼
し
、
往
生
を
祈
求
す
る
こ
と
は
凡
そ
十
八
年
、
未
だ
嘗
て
廃
置
せ
ず
、
又
獨
湛
和
尚
に
従
て
念
仏
図
説
を
稟
け
、
百
万
遍
を
修
す
る
こ
と
は
凡
そ

四
過（
袷
）」
と
あ
る
。
ま
た
雲
霊
桂
鳳
編
纂
『
現
証
往
生
伝
』
の
了
雲
法
師
の
項
に
は
、「
宝
永
二
年
ノ
春
、
黄
檗
獨
湛
禅
師
、
肇
て
作
福
念
仏
ノ
図
説
ヲ
本
邦
ニ
印
施
弘
通
シ
玉
フ
、

法
師
是
ヲ
聞
テ
希
有
ノ
想
ヒ
ヲ
生
ジ
、
則
図
説
六
張
ヲ
乞
請
ヌ
、
茲
ニ
於
テ
、
身
器
清
浄
ニ
シ
テ
仏
前
ニ
跪
坐
シ
高
声
念
仏
シ
、
不
日
ニ
シ
テ
六
百
万
遍
ヲ
成
就
シ
、
往
生
極
楽

ノ
資
糧
二
回
向
ス（
安
）」
と
あ
り
、
獨
湛
図
説
が
江
戸
中
期
に
念
仏
の
勧
導
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る（
庵
）。

こ
の
よ
う
に
獨
湛
は
雲
棲
袾
宏
の
影
響
の
下
に
念
仏
の
教
化
の
た
め
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
を
作
成
し
、
そ
れ
を
日
本
に
は
じ
め
て
紹
介
し
、
江
戸
期
の
浄
土
教
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
） 

禿
氏
祐
祥
稿
『
念
仏
図
の
起
源
並
に
伝
播
』（『
龍
谷
史
壇
第
二
巻
第
一
号
』
一
九
二
九
年
内
）。

（
２
） 

大
賀
一
郎
稿
「
念
仏
四
代
念
仏
獨
湛
和
尚
に
つ
い
て
」（『
念
仏
と
禅　

浄
土
学
特
輯
』
内
）、
松
永
知
海
稿
「『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
の
印
施
ト
影
響
―
獅
谷
忍
澂
を
中
心
と
し
て
―
」

（『
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
第
十
五
号
内
）

（
３
） 

重
刊
に
つ
い
て
は
大
賀
前
掲
論
文
に
は
九
版
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
松
永
前
掲
論
文
で
は
印
施
は
十
回
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

 

第
一
版
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
九
月　
　
　
　
　

黄
檗
獅
子
林

 

第
二
版
〃
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

 

第
三
版
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
二
月　
　
　
　
　

獅
谷
法
然
院

 

第
四
版
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
冬

 

第
五
版
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
正
月　
　
　
　
　

浜
松
大
雄
庵

 

第
六
版
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
春　
　
　
　
　
　

洛
東
雲
葢
院

 

第
七
版
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
春　
　
　
　
　
　

黄
檗
獅
子
林



黄
檗
獨
湛
の
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
に
つ
い
て　

 

（
田
中
実
マ
ル
コ
ス
）

四
六

 

第
八
版
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
二
月　
　
　

姫
路
雲
松
寺

 

第
九
版
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月　
　
　
　
　

黄
檗
三
十
三
開
戒
紀
念

 
第
十
版
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
二
月　
　
　
　

名
古
屋
黄
檗
堂

（
４
） 
禿
氏
論
文
、
大
賀
論
文
、
松
永
論
文
、
長
谷
川
匡
俊
著
『
近
世
浄
土
宗
の
信
仰
と
教
化
』「
黄
檗
宗
の
念
佛
独
湛
」
一
九
八
八
年

（
５
） 『
大
正
蔵
』
四
九
巻284c

（
６
） 『
大
正
蔵
』
四
九
巻285c

、
雲
棲
袾
宏
は
『
往
生
集
』
巻
之
二
に
「
宋
計
公
。
四
明
桃
源
鐵
工
也
。
年
七
十
。
兩
目
喪
明
。
里
中
昝
學
諭
。
以
擘
窠
圖
印
施
。
勸
人
念
佛
。
計
公
初
受
一
圖
。

念
滿
三
十
六
萬
聲
。
念
至
四
圖
兩
目
瞭
然
。
如
是
三
載
。
念
滿
十
七
圖
。
一
日
念
佛
忽
氣
絕
。
半
日
復
蘇
曰
。
佛
令
分
六
圖
與
昝
學
諭
。
是
勸
導
之
首
。
分
一
圖
與
李
二
公
。
是
俵

圖
之
人
。
囑
其
子
往
謝
之
。
言
訖
沐
浴
西
向
而
化
。」（『
大
正
蔵
』
五
一
巻142c

）
と
あ
げ
て
い
る
。

（
７
） 

禿
氏
論
文
。

（
８
） 

明
代
の
憨
山
徳
清
禅
師
８

（
一
五
四
六
〜
一
六
二
三
）
の
語
録
で
あ
る
『
憨
山
老
人
夢
遊
集
』
巻
第
三
十
一
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
題
普
念
佛
求
生
淨
土
圖　
　
　

世
人
歷
劫
。

久
沉
二
生
死
苦
海
一
。
輪
迴
二
三
途
一
。
皆
因
二
自
心
妄
想
煩
惱
一
。
造
二
種
種
業
一
。
故
無
二
出
頭
之
時
一
。
佛
說
二
西
方
淨
土
一
門
一
。
引
二
攝
衆
生
一
出
二
離
苦
趣
一
。
是
為
二
最
妙
法
門
一
。

一
生
取
辦
。
楚
僧
海
慧
。
單
勸
下
十
方
中
真
實
為
上
二
生
死
人
一
一
心
念
佛
。
更
無
二
別
緣
一
。
以
二
衆
生
煩
惱
深
重
一
。
妄
想
甚
多
。
皆
生
死
根
。
然
下
非
二
多
多
之
佛
一
。
不
レ
能
三
度
二
多

多
之
人
上
一
。
今
聞
三
汝
東
居
士
。
刻
二
接
引
彌
陀
佛
像
一
尊
一
。
通
身
約
二
圈
一
千
八
百
一
。
每
念
佛
千
聲
。
以
レ
朱
填
二
一
圈
一
。
念
二
完
佛
身
一
。
則
計
念
佛
一
百
八
十
萬
聲
。
雖
レ
積
二

劫
百
八
煩
惱
一
。
仗
レ
佛
消
除
。
而
淨
土
可
レ
期
。
生
死
之
苦
可
二
永
脫
一
矣
。
且
願
所
勸
二
念
佛
之
人
一
。
亦
如
二
念
佛
之
數
一
。
更
望
二
大
信
心
檀
越
一
。
施
レ
紙
印
レ
散
亦
相
若
。
惟
此

功
德
圓
滿
。
則
施
者
念
者
。
同
歸
二
極
樂
一
無
レ
疑
矣
。（『
卍
新
纂
續
藏
經
』
第
七
三
冊686a

（
９
） 『
蓮
会
百
万
念
仏
図
説
述
賛
』
刊
本
、
享
保
十
九
年
、
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵

（
10
） 

長
谷
川
匡
俊
著
『
近
世
念
仏
者
集
団
の
行
動
と
思
想
：
浄
土
宗
の
場
合
』、
藤
堂
俊
英
稿
「
宋
・
日
の
蓮
華
勝
会
」（『
香
川
孝
雄
博
士
古
稀
記
念
論
集　

佛
教
学
浄
土
学
研
究
』
内
）

（
11
） 『
蓮
会
百
万
念
仏
図
説
述
賛
』
巻
上
二
丁
左
（
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
）

（
12
） 『
貞
傳
上
人
東
域
念
佛
利
益
傳
』
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵

（
13
） 『
貞
傳
上
人
東
域
念
佛
利
益
傳
』
下
二
十
二
丁

（
14
） 『
蓮
池
大
師
全
集
』
巻
四
（
和
裕
出
版
社
〈
台
湾
〉）
内
。

（
15
） 『
蓮
池
大
師
全
集
』
巻
四4331

、『
雲
棲
淨
土
彙
語
』（『
卍
続
蔵
』
六
二
巻9c08

）

（
16
） 

父
母
に
孝
順
し
、
君
主
に
中
報
し
、
仏
像
を
装
塑
し
、
経
典
を
印
造
し
、
僧
伽
を
斉
供
し
、
寺
宇
を
栄
修
し
、
善
法
を
流
通
し
、
宰
殺
を
禁
絶
し
、
生
命
を
買
放
し
、
饑
民
に
飯
食

し
、
寒
凍
に
衣
斎
し
、
義
井
を
開
掘
し
、
橋
梁
を
修
理
し
、
街
道
を
平
砌
し
、
茶
湯
を
普
施
し
、
病
人
を
看
病
し
、
薬
餌
を
給
散
し
、
寃
枉
を
伸
雪
し
、
刑
罪
を
出
減
し
、
衰
老
を

安
養
し
、
孤
孩
を
撫
育
し
、
屍
骨
を
埋
蔵
し
、
棺
木
を
給
与
し
、
債
負
を
饒
免
し
、
財
産
を
義
譲
し
、
他
の
遺
失
せ
し
を
還
し
、
患
苦
を
救
済
し
、
災
難
を
祈
禳
し
、
亡
鬼
を
薦
抜

し
、
争
訟
を
勧
和
し
、
人
命
を
生
全
す
。

（
17
） 『
蓮
池
大
師
全
集
』
巻
四4331

、『
雲
棲
淨
土
彙
語
』（『
卍
続
蔵
』
六
二
巻9c08

）

（
18
） 『
蓮
池
大
師
全
集
』
巻
四4332

、『
雲
棲
淨
土
彙
語
』（『
卍
続
蔵
』
六
二
巻9c23

）

（
19
） 

禿
氏
論
文
に
は
「
記
数
法
の
必
要
は
浄
土
教
に
於
け
る
よ
り
も
密
教
に
て
は
更
に
痛
切
で
あ
る
か
ら
、
念
仏
図
説
の
如
き
は
密
教
に
行
わ
れ
た
も
の
を
借
用
し
た
の
で
あ
ら
う
と
思

ふ
。
密
教
で
は
陀
羅
尼
の
念
誦
に
一
定
の
数
が
設
け
ら
れ
、
勝
手
に
増
減
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
宮
坂
宥
勝
稿
「
密
教
に
お
け
る
色
の
役
割
」『panoram

ic 



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
三
十
九
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）

四
七

m
ag is

』 

増
刊
号
「
色
」
ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所　

昭
和
五
十
七
年
。
ま
た
五
色
と
い
え
ば
、
臨
終
行
儀
の
際
に
用
い
ら
れ
た
仏
と
往
生
者
を
結
び
繋
ぐ
糸
も
五
色
で
あ
っ
た
こ
と
を

想
起
で
き
る

   

栃
木
県
に
は
日
光
山
寂
光
寺
の
覚
源
上
人
が
伝
え
た
五
輪
の
札
が
あ
る
。
貞
傳
の
『
東
域
念
仏
利
益
傳
』
巻
下
に
は
「
文
明
年
中
野
州
日
光
山
寂
光
寺
ノ
覺
源
上
人
俄
カ
ニ
死
曽

至
ル二
于

冥
府
ニ一
閻
王
命
曽

令
ム
歴
ア
マ
子
ク覧
セ
地
獄
ヲ
既
ニ
曽

而
出
ツ二
五
輪
ノ
圖
ヲ一
告
テ二
上
人
ニ一
曰
罪
悪
ノ
衆
生
死
曽

到
レ
此
ニ
時
先
ツ
釘
ク
ギ
ウ
ツ一
身
支エダ
フ
ミ節
四
十
九
所
ニ一
其
ノ
苦
不
レ
可
テレ
言
フ
若
シ
有
テ二
男
女
一
為
メ
ニ
稱
二
阿
弥

陀
佛
ノ
名
號
四
十
九
萬
偏
ヲ一
塡ウ
ヅ
メ二
五
輪
塔
中
ノ
圏マル
ヲ一
至
誠
ニ
回
向
ス
レ
ハ
亡
者
離
レレ
テ
苦
ヲ
必
ス
生
ス二
浄
土
ニ一
若
シ
其
レ
善
キ
者
ナ
レ
ハ
受
テ二
此
ノ
功
徳
ヲ一
増
二
長
曽

善
根
ヲ一
超
二
生
ス
上
品
ニ一
上
人
還
テ二
陽
間
ニ一

當
サ下
ニ
語
テ二
此
ノ
事
ヲ一
普
ク
救
フ中
衆
生
ヲ上
乃
チ
授
ク二
五
輪
念
佛
圖
ヲ一
上
人
蘓
生
曽

其
ノ
圖
在
リ二
于
掌
中
ニ一
爾
シ
ヨ
リ
來
タ
諸
人
毎
ニ
曽

値ア
フ

二
亡
者
ノ
中
陰
ニ一
依
テ二
此
ノ
圖
ニ一
念
佛
追
福
ス
ル
者
屡
有
リ二
ト
霊
験
一
云
」

（
佛
教
大
学
所
蔵
二
十
丁
）
と
あ
る
。
こ
の
五
輪
念
仏
の
札
、
釘
念
仏
と
も
知
ら
れ
、
仏
教
大
学
民
間
念
仏
研
究
会
編
『
民
間
念
仏
信
仰
の
研
究　

資
料
編
』439

に
と
り
あ
げ
て
い
る
。

（
20
） 

牧
田
諦
亮
著
『
浄
土
仏
教
の
思
想　

五　

善
導
』102

参
照
。

（
21
） 『
蓮
地
大
師
全
集
』
第
四
巻4328

袾
宏
（
一
五
三
二
〜
一
六
一
三
）

（
22
） 『
大
正
蔵
』
四
七
巻266c

（
一
一
六
一
年
成
立
）

（
23
） 『
大
正
蔵
』
四
七
巻219a 

一
二
〇
〇
年
成
立

（
24
） 『
大
正
蔵
』
四
九
巻263b 

一
二
六
九
年
成
立

（
25
） 『
大
正
蔵
』
五
一
巻130b

【
典
拠
は
『
佛
祖
統
紀
』
な
り
】

（
26
） 『
卍
続
蔵
』
二
二
巻687b

（
27
）『
大
正
蔵
』
五
一
巻683a 

一
三
六
八
〜
一
九
三
八
頃
成
立

（
28
） 『
卍
続
蔵
』
二
十
二
巻730c

文
賢
（
〜
一
六
三
九
）
袾
宏
門
下
）

（
29
） 『
蓮
池
大
師
全
集
』
巻
四
（
和
裕
出
版
社
〈
台
湾
〉）p. 4330

。

（
30
） 

こ
の
識
語
は
『
獅
谷
白
蓮
社
忍
澂
上
人
行
業
記
』
巻
下
十
五
丁
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
31
） 

松
永
氏
は
、「
雲
洞
の
『
念
仏
図
説
』
は
忍
澂
あ
る
い
は
獨
湛
あ
た
り
の
人
た
ち
か
ら
、
念
仏
図
や
功
過
格
等
を
聞
い
て
雲
洞
自
身
が
考
え
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
雲

洞
の
伝
記
に
は
忍
澂
を
師
と
仰
ぎ
求
道
遍
歴
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
伝
記
で
あ
る
『
雲
洞
和
尚
行
実
』
の
著
者
は
桂
鳳
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
法
然
院
の
中
興
二

世
忍
澂
を
師
と
仰
い
だ
雲
洞
、
さ
ら
に
そ
の
雲
洞
の
師
と
仰
ぐ
の
は
法
然
院
の
中
興
第
八
世
の
桂
鳳
と
い
う
関
係
が
堺
の
法
行
寺
を
中
心
に
ま
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ

て
い
る
。



黄
檗
獨
湛
の
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
に
つ
い
て　

 

（
田
中
実
マ
ル
コ
ス
）

四
八

（
32
） 

松
永
論
文
に
は
全
文
の
翻
刻
が
あ
る
。

（
33
） 『
天
竺
別
集
』
卷
中
に
『
円
頓
観
心
十
法
界
図
』
の
図
が
あ
る
。（『
卍
続
蔵
』
五
十
七
巻27

）

（
34
） 
巌
谷
勝
正
稿
「
香
誉
祐
海
の
「
勧
修
百
万
遍
十
界
一
心
願
生
西
方
作
福
念
仏
図
説
」
に
つ
い
て
」『
佛
教
論
叢
』
第
四
十
六
号

（
35
） 
松
永
論
文
参
考
。
銀
椀
鏡
の
識
語
の
全
文
の
翻
刻
が
あ
る
。

（
36
） 
松
永
論
文
参
考
。（
佛
教
大
学
文
献
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

（
37
） 

玉
山
成
元
稿
「
善
導
・
法
然
の
来
迎
図
」（『
日
本
仏
教
史
学
』
第
十
四
号
）

（
38
） 

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館　

二
〇
〇
九
年
度
特
別
展
観
『
仏
教
の
宇
宙
観
』

（
39
） 

徳
本
行
者
（
一
七
五
八
〜
一
八
一
八
）
と
年
代
で
あ
る
が
、
徳
本
の
『
応
請
摂
化
日
鑑
』
に
は
義
賢
の
名
前
は
見
ら
れ
な
い
。（
伊
藤
曙
覧
著
『
越
中
の
民
族
宗
教
』
参
考
）

（
40
） 

伊
藤
曙
覧
著
『
越
中
の
民
族
宗
教
』234

参
考

（
41
） 

笠
原
一
男
編
『
近
世
往
生
伝
集
成
』
第
二
巻
、56

〜57

、
長
谷
川
匡
俊
著
『
近
世
浄
土
宗
の
信
仰
と
教
化
』384

（
42
） 

前
掲
『
近
世
往
生
伝
集
成
』
第
二
巻71

（
43
） 

前
掲
『
近
世
往
生
伝
集
成
』
第
一
巻186

（
44
） 

長
谷
川
匡
俊
著
『
近
世
浄
土
宗
の
信
仰
と
教
化
』384

〜385

参
照
。
森
三
樹
三
郎
著
『
老
荘
と
仏
教
』
に
は
「
黄
檗
宗
に
は
大
名
の
帰
依
す
る
者
が
多
か
っ
た
関
係
で
、
そ
の
妻
女

た
ち
の
間
に
百
万
遍
念
仏
を
唱
え
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
現
に
大
和
郡
山
の
城
主
柳
沢
吉
保
の
側
室
定
子
の
念
仏
図
説
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
こ
の
念
仏
図
説
が

二
十
一
万
八
千
枚
印
行
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
は
専
ら
念
仏
の
側
面
の
み
を
受
取
っ
た
黄
檗
宗
徒
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
黄
檗
宗
は
、
知
識
人
に
は

禅
を
、
大
衆
に
は
念
仏
を
と
い
う
、
使
い
分
け
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
言
っ
て
い
る
。
大
賀
論
文
に
は
「
念
仏
図
の
重
刊　

こ
れ
よ
り
二
百
五
十
余
年
後
の
今
日
に
至
る
ま

で
、
黄
檗
徒
浄
土
と
で
、
こ
の
作
福
念
仏
図
を
印
施
す
る
事
六
回
に
及
ん
で
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
阪
天
満
の
善
導
寺
及
法
界
寺
で
は
真
阿
に
よ
り
模
倣
さ
れ
た
別
個
の
消
し
念

仏
が
印
施
さ
れ
て
い
る
。
以
て
獨
湛
の
作
福
念
仏
図
説
印
施
の
功
の
大
な
る
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
現
に
小
圏
を
五
色
に
施
さ
れ
た
念
仏
図
を
あ
ち
こ
ち
の
寺
院
に
見

る
が
、
黄
檗
真
光
院
に
は
大
将
軍
綱
吉
の
寵
を
一
身
に
集
め
た
甲
斐
侯
柳
沢
吉
保
夫
妻
の
小
圏
を
充
塡
し
て
こ
れ
に
金
色
燦
爛
た
る
極
色
彩
を
施
し
た
作
福
念
仏
図
説
が
保
存
さ
れ

て
い
る
。」
と
あ
る
。

（
た
な
か　

み
の
る　

ま
る
こ
す　
　

文
学
研
究
科
浄
土
学
専
攻
研
究
員
）

（
指
導
：
藤
堂　

俊
英　

教
授
）

二
〇
一
〇
年
九
月
二
十
九
日
受
理


